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介護福祉士⇒医療事務学科学生 
杖や車椅子を使った疑似体験 

医療 

事務 
臨床工学技士⇒医療事務学科学生 

糖尿病・糖尿病性腎症について学ぶ 

医療 

事務 

６月３０日（水）医療事務学科２年生を対象とした臨床工学学

科教員による臨床工学講座を実施した。これはチーム医療を支え

る医療職の一員として、基本的な医学知識を学ぶことを目的に実

施されたもので糖尿病の原因や症状、合併症について学んだ。 

はじめに合併症の１つである糖尿病性腎症の人工透析治療につ

いて治療内容や目的、生活上の注意点、透析治療の動画を視聴し、

その後透析治療に使用する人工透析装置やそれに付随する医療機

器に触れ、理解を深めた。 

 

６月２９日（火）、３０日（水）医療事務学科２年生を対象とし

た介護福祉学科教員による介護技術演習を実施した。これは医療

機関の窓口に障がい者の方などが来院された場合を想定して、足

の不自由な方が立ち上がる際の介助の仕方、杖の正しい持ち方、車

椅子の操作方法、杖歩行の方の介助の仕方、コミュニケーションの

図り方について学んだ。 

実際に、障がい者の疑似体験をすることで、普段当たり前にでき

ていることが出来なくなった時の不自由さや不安を体感し、サポ

ート方法や声かけの仕方にもきめ細やかな心配りが大切であるこ

とを実感出来た。  

介護福祉学科の東原先生から 

杖の正しい持ち方を学ぶ医療事務学科の学生 

人工透析治療について説明を受ける学生 

介護福祉士⇒臨床工学学科学生 
高齢者支援について学ぶ 

臨床 

工学 

７月１９日（月）臨床工学学科１、２年生を対象に介護福祉

学科教員による介護技術演習を実施した。これは人工透析治療

などを行う患者様が認知症を発症していたり、障がい者であっ

た際の支援方法を学ぶ為に実施された。 

認知症の種類や関わりを学んだ後、手足を動きにくくする装

具を着けたり、視覚障がい用ゴーグルを着けて障がいの体験を

し、患者様の立場に立って支援することの大切さを学んだ。 
視覚障がい者体験を行う臨床工学学科学生 
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☆作品名：痛くないっ脛
すね

 

☆制作者：竹田 護 

☆制作動機：ベッド上で介助を行う際、ベッドサイド

に介護者の脛を当てることにより、介護負担を軽減

する技術がある。しかし、ベッドサイドに脛が当た

ることで痛みを伴うことから、痛みを和らげるため

の介護者装具を制作しようと考えた作品。 

 
 

 
 

 

 

卒業生との意見交換を通して 

就職に向けた知識と技術を学ぶ 

介護 

福祉 

６月１１日（金）に卒業生を迎え、介護現場の実情などを伝

える就職ガイダンスを行った。 

今回は特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、障害者支援

施設で活躍している４名の卒業生を招き、介護現場の説明や就

職活動におけるポイント、学生時代に身につけておくべき知

識・技術に関して自己の経験などを語り、学生たちは熱心に耳

を傾けていた。 

学生たちからも社会人となる上で気をつけておくべきポイ

ントや実際に 

介護現場で行 

われている介 

護業務に関す 

る質問を行い 

有意義な時間 

となった。 

 

介護福祉士に必要とされる 

専門性を身につけよう 

介護 

福祉 

５月２４日（月）から６月１７日（木）まで２年生が３回目

の介護実習を行った。 

本来は福祉施設で 

行われる実習が、新 

型コロナ感染症拡大 

により学内で行われ 

ることとなった今回 

の実習。学生の知識、 

技術を高めるため、 

「特別養護老人ホー 

ムはなぞの園」様よ 

り福祉車両をお借り 

しての安全な操作方 

法の習得。また「株 

式会社ヤエス様」の 

協力を得て、福祉機 

器に触れる体験など、 

利用者様の生活を安 

全・快適にするために 

介護福祉士に求められる専門性を学んだ。 

次回の介護実習は、２年生にとって最終実習となり、８月２

３日（月）から２０日間の予定で実施される。 

福祉車両を用いた実習を行う学生（下）

 ７月５日（月）２年生が創作介護用具の発表会を行

った。この発表会に向けて、「利用者様の生活をより

豊かにしたい」「介護者の介護負担を軽減したい」な

どの発想から、さまざまな介護用具が制作され、使用

方法や工夫した点が披露された。下の作品は片麻痺の

方にも優しい介護を実践するために考案されたクッシ

ョンで、車椅子に乗った方が手すり部分に寄りかかっ

ても痛みが無いようにするとともに、クッション自体

も曲がらないように補強されたものである。 

 
コロナ対策を徹底した中で実施（上）

 

介護 

福祉 

現場について意見を交わす在校生と卒業生 

創作介護用具の発表会 

オリジナル作品を披露 

さらに今回の発表作品のうち、クラス内の投票で選ば

れた竹田 護くんが考案した下記作品が「福祉機器コン

テスト２０２１」への応募作品として本校から推薦され

た。作品の詳細は以下の通り。 
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介護事務管理士技能認定試験 

全員合格を達成!! 

医療 

事務 

医療 

事務 

教育優秀校として表彰 

３年連続７回目の受賞 

７月６日（火）香川県労働委員会委員の松尾 邦之先生、

森 信夫先生による出前講座を実施した。 

森先生からは、仕事をする上での心構えとして、挨拶、

時間厳守、身だしなみ、報告・連絡・相談、一人で悩まず

誰かに相談することの大切さを学んだ。 

また松尾先生から、働くにあたって必要な法的基礎知

識や就職の際には労働契約や就業規則を確認すること、

労働環境を良くする為には雇用側と労働者側とで話し合

いを重ねることが重要であると学び、まもなく社会人を

迎えるにあたり、学生たちは気持ちを新たにした。 

仕事をする上で大切な事や 

必要な知識について学ぶ学生たち 

医療 

事務 

６月２日（水）,３日（木）,１６日（水）の３日間にわた

り、２年生対象の卒業生による就職ガイダンスを開催した。

当日は山川 茅紘さん（調剤薬局勤務）、中川 萌さん・鏡

原 凜さん（歯科医院勤務）、合内 瑞季さん・岩田 未来さ

ん（在宅診療クリニック勤務）、大竹 彩加さん（クリニッ

ク勤務）の６名に来校いただいた。 

ガイダンスでは業務内容、社会人としての心構え、仕事

のやりがいに加えて、社会人１年目に新人職員として心掛

けていたことなどの講話があった。最後に学生からの質問

にも丁寧に回答していただき、貴重なガイダンスとなった。

 全員合格を喜ぶ学生たち 

卒業生による就職ガイダンス 

社会人としての姿勢を学ぶ 

令和２年度に行われた、医療機関での受付業務や診療

報酬請求事務業務についての能力を問う医療事務技能

審査試験において、全国２２２校の団体受験校の中か

ら、特に優秀な２０校として見事に選ばれ、教育優秀校

として３年連続７回目の表彰を受けた。 

今回の受賞は、３年連続７回目の受賞である。

香川県労働委員会 出前講座 
社会人としての心構えと労働法規を学ぶ 

医療 

事務 

在校生に社会人としての心構えや 

やりがいを伝える卒業生 

５月２１日（金）に実施された介護事務管理士技能認定

試験※に２年生が見事に全員合格を達成した。 

この試験は、本校が長年取得目標としている検定試験で

あるが、初受験で全員合格を達成したのは、今回が初とな

った。 

※この検定は福祉施設などで発生する介護保険請求に関す

る知識を問う検定試験である。 

 表彰状を手に写真に納まる学生たち 
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オンラインでの病院見学を実施 

「職場」としての病院を意識する初の機会 

学内に模擬手術室を制作 

手術室業務での役割を学ぶ 

臨床

工学 

６月２２日（火）３年生が臨床現場での実習に向け

て、手術室における臨床工学技士業務を学ぶ学内実

習を行った。 

今回の学内実習は模擬手術室を設置し、実際の心

臓手術を想定した形で行われ、学生たちは医師、看護

師、臨床工学技士の役割に分かれ、具体的な業務内

容、手術の流れ、注意点などを学んだ。 

学生たちにとって実際の臨床現場で緊迫した手術

室業務を経験する前に、学内で実践的な実習を行っ

たことは、有意義な時間となった。 

オンライン病院見学を行う学生たち 

 

臨床

工学 

６月８日（火）１年生を対象に「高松市立みんなの病院」をオンラ

イン見学し、施設内の写真なども活用しながら臨床工学技士の皆様に

仕事内容を中心に紹介していただいた。 

毎年、１年生を対象に実施されている病院見学では、仕事内容、や

りがい、厳しさを現場の方に語っていただき、臨床工学技士への理解

を深めることを目的としている。 

患者としてではなく、内部から病院を見る中で、現役の臨床工学技

士の方々から、貴重な体験談などをお話いただいたことは、自身がこ

れから臨床工学技士を目指すという意識が形となっていく瞬間であ

り、目を輝かせていた学生たちの姿が印象的であった。 

今後の主な行事予定 
７月２６日（月）臨床実習（臨床工学）（～10/8 日） 

８月 ２日（月）歯科助手受付秘書講習会（医療事務） 

        再試験（介護福祉）（～4 日） 

        前期試験（臨床工学）（～6 日） 

５日（木）介護実習Ⅰ事後指導（介護福祉） 

７日（土）オープンキャンパス 

１７日（火）施設実習③（医療事務）（～30 日） 

１８日（水）前期試験（介護福祉） （～24 日） 

２０日（金）介護実習Ⅳ事前指導（介護福祉） 

２３日（月）介護実習Ⅳ（介護福祉）（～9/21 日） 

２９日（日）オープンキャンパス 

９月 １日（水）専願１次入学選考出願受付開始（～22 日） 

   ５日（日）オープンキャンパス 

  １０日（金）電卓技能検定（医療事務） 

  １１日（土）オープンキャンパス 

  １２日（日）歯科助手受付秘書講習会（医療事務） 

        第２種ＭＥ技術実力検定試験（臨床工学） 

  ２５日（土）専願１次入学選考 

  ３０日（木）香川県立飯山高等学校見学会 

 

それぞれの医療職種に分かれて手術の流れを学ぶ学生たち 

ＭＥ検定に向けた模擬試験 

姉妹校連携で独自問題を作成 

臨床

工学 

７月２１日（水）第２種ＭＥ技術実力検定試験（9/12

実施予定）※に向けて、３年生が模擬試験を受験した。

今回の模擬試験は高知県、鹿児島県にある姉妹校と連

携し、独自問題を作成して行われたもので、学生たち

は約１ヶ月半後に迫った本番に向けて真剣な表情で試

験に臨んだ。 

※この検定は医療機器、システム安全管理を中心とし

た内容が出題され、臨床工学技士国家試験とも出題

範囲が重なるものである。 

模擬試験に臨む学生たち 


